別紙3

投稿原稿　チェックリスト
1 原稿は各項目内容に従って作成する。

2 投稿時にはチェックリストを用いて点検し（確認欄に○印）、必要事項を記入の上、原稿に添付して
提出してください。

	
	内　　容
	投稿者
確認欄
	編集者
確認欄

	全　般
	表紙、和文・英文要旨（原著・研究報告の場合）、本文、図・表・写真は、それぞれページを改めて作成する。
	
	

	
	要旨および本文は、氏名、所属、謝辞の他、投稿者を特定できる事項を除く。
	
	

	
	わかりやすく、簡潔で、読み手に確実に内容が伝わる文章で記述している。
	
	

	
	主語が明確であり、何通りにも解釈できる文章はない。
	
	

	
	誤字、脱字、人名のスペルなどの誤りはない。
	
	

	
	英文は、ネイティブ・チェック 若しくは専門家による校閲を受ける。
〔チェック者：　　　　　　　　　　機関名：　　　　　　　　　　　　　　〕
	
	

	表　紙
	＜表題＞ 簡潔かつ明確で、本文と内容が一致している。　　　　
※日本語と英語で作成
	
	

	
	＜ランニングタイトル：誌面上部の欄外に載せる表題を簡潔に示すもの＞
簡潔かつ明確で、本文と内容が一致している。
※スペースを含め、和文論文は20字以内、英文論文は7ワード以内
	
	

	
	＜キーワード＞ 5個以内　本文と内容が一致している。　　 
※日本語と英語で作成
	
	

	
	＜著者名＞ 投稿者および共同研究者全員の氏名を記載する。　
※日本語と英語で作成
	
	

	
	＜所属機関名＞ 複数の場合は、各所属機関と著者名に上付きで片括弧番号を付け対応させる。　　　
※日本語と英語で作成
	
	

	要 旨

	和文は500字以内、英文は300ワード以内で、目的・方法・結果・結論が示されている。
（原著と研究報告は和文と英文で作成、それ以外は不要）
	
	

	本　文
	見出し番号は、Ⅰ＞1＞1)＞(1)＞①の順で用いる。
	
	

	
	算用数字は、すべて半角を使用する。
	
	

	
	括弧・句読点・特殊記号は、和文では全角で、英文では半角で統一する。
	
	

	
	文献リストは、本文への引用順に記載し、文中の該当箇所に、上付きで片括弧付き番号を付す。
	
	

	
	文献リストは共著文献の場合は、原則として、3人目までは著者全員の氏名を記載し、
それ以降は省略して「他」または “et al” を付ける。
	
	

	
	文献リストの記述形式は、原則として次の順とする。
a．雑誌の場合
　著者名．表題名．雑誌名　発行年；巻（号）数，論文所在ページ．
1)関東成子，横浜久子，東眞理子他．ケアを評価する尺度開発に関する研究－信頼性・　

妥当性の研究－．日本看護科学研究学会誌　2000；16（3），30-39．
2）Sawyer, J. Measurement and prediction, clinical and statistical. Psycho-logical

 Bulletin 1966; 66(3), 178-200.
	
	

	
	b．単行本の場合
　著者名．論文名．編者，書名．発行地：発行所；発行年．論文所在ページ．
1）高村太郎．こんな運動が病気を防ぐ－新しい習慣の常識・非常識．東京：講談社；2000 48-78.
2）Rubenstein, J.P. The effect of television violence on small children. In B. F. Kane 

(Ed.), Television and juvenile psychological development. New York: American Psychological Society; 1967. 112-120.

	
	

	
	c．訳本の場合
　著者名．論文名．訳者．書名．発行地：発行所；発行年．論文所在ページ．（原著発行年）．
1)Howlin, P. 自閉症－成人期に向けての準備．久保紘章，辻井政次，中山清司他訳，久保紘章，谷口政隆，鈴木正子監訳，東京：ぶどう社；2000．48-78．（原著1997）．
2)Freud, S．The ego and the id. In J. Strachey (Ed. and Trans). The standard edition

 of the complete psychological works Sigmund Freud (Vol.19). Hogarth Press: London; 1961. 3-66. (Original work published 1923)．

	
	

	
	d．Webページ等からの引用の場合
〔DOIがない〕著者名．表題名：書名　発行年．論文所在ページ．［訪問日付］，サイト名：URL
1）小田勝．看護情報におけるデータセット：日本看護科学研1999，［2015.6.12］；Internet Journal 日本看護科学研究：http://www.nihon-nhs.ac.jp/journal/PDF/1(1)/1_1_4.pdf
2)  University of California. San Francisco, Institute for Health and Aging．Chronic 

care in America: A 21st century Challenge1996 November [cited 2015 Sep 5]，Available from the Robert Wood Foundation Web site:　http://rwjf.org/library/chrcare
〔DOIがある〕著者名．表題名：書名　発行年．論文所在ページ．doi:
1）田中雅美．生存の限界といわれる子どもへの代理意思決定を担った母親の経験：現象学的研究：日本看護科学会誌 2021，doi: 10.5630/jans.41.20.

2）Postolică R, Enea V, Dafinoiu I, et al. Association of sense of coherence and supernatural beliefs with death anxiety and death depression among Romanian cancer patients: DEATH STUDIES 2019. 43(1). 9–19. doi:10.1080/07481187.2018.1430083.

	
	

	
	各ページの左側に行番号、下部にページ番号を付す。

	
	

	
	本文中への、図・表・写真の挿入希望位置を、赤字で示す（図1挿入など）。

	
	

	
	MS明朝で作成する。

	
	

	図 ・ 表 ・ 写 真
	タイトルは、図は下に、表は上に記載し、通し番号（図1、Fig.1、表1、Table.1、写真1など）を付す。
	
	

	
	1点につき、1ページで作成し、そのまま製版可能な水準である。

　・Word：Excelの表をWordに貼付している場合は、元のExcelデータも提出する。
　・JPEG：解像度350dpi以上の状態で提出する。
　・PDF：フォント埋め込みの状態で提出する。

	
	

	
	表には、縦罫線を使用しない。

	
	

	
	既に出版された原稿・図・表・写真の、一部もしくは全部を転載する場合は、著作権の所有者より転載許可を受け、そのコピーを添付する。

	
	

	倫理
	研究倫理審査委員会の承認を得た研究は、その委員会名と審査年月日、審査番号等を本文中に記載する。
	
	

	原 稿 の 長 さ
	原稿の長さは、原稿種類の刷り上がりの規定枚数内である。※以下、換算して記載のこと

投稿字数　 　① 本文：　　　　　　　　　字

② 和文要旨：　　　　　　　字

③ 英文要旨：　　　　　　　字相当（語数×1.6）
④ 図・表・写真：　　　　　字相当＊

合計： 　　　　　字相当（原稿の種類：　　　  　　　）

＊ 図、表、写真の字数内訳 
 A4判(2,400字相当)     枚　  A5判(1,200字相当)     枚   A6判(600字相当)　    枚

	
	


2

